
（静岡県雇用労力確保推進協議会）
（都道府県名）

令和５年度補正
労働力確保
体制強化事業

令和６年度取組み内容

構成員（就労条件改善の取組を実施する生産者）

○ 経営体名：主品目：従業員数
１ （株）ラファーム：ミニトマト・露地野菜：11人
２ 塩谷典久：わさび：６人
３ 杉山隆良：お茶・みかん：２人
４ （株）トマトップ：トマト：10人
５ 増田勇一：水稲・飼料米・ネギ等：２人
６ 安井孝政：温室メロン：５人

今年度の取組み内容

ア 働きやすい環境づくり計画の策定・推進

・従業員の満足度調査を実施。（回答数：30人）
・「人事評価制度の設定」の項目について87％が「どちらとも言えない」以下と回答しており、人事評価制度の整備できていない状況がうかがえた。
・「スキルアップの目標・計画の策定、スキルマップ作成」の項目について90％が「どちらとも言えない」、６％が「不満」と回答しており、従業員のス
キルアップや、モチべーションアップを図る労働環境が整備もできていない状況が明らかとなった。

イ 働きやすい労働環境づくりのための研修等の実施

（記載例）
１農業分野における雇用確保・主力従業員の育成に向けた経営改善セミナーの開催
全３回（10/7、12/26、1/21）開催し、従業員の能力・モチベーションの引き出し方や右腕人材の確保・育成に関する座学、経営状況やビジョンを明確化
するワークを行った。（延べ115人が受講）

２農業人財評価マニュアルの作成
経営体における組織体制や労務管理の運用状況を把握するためのヒアリングシートや、経営体の実態に合わせた品目別の人事評価シート（ひな形）を作
成し、幅広い経営体で活用可能な人事評価マニュアルを、県及び公社HPで公開した。

事業実施期間令和６年度〈就労条件改善タイプ〉

地域の課題として、従業員はこれまでハローワークや求人サイトへの求人掲載により、ある程度の労働力を確保できているが、雇用後の定着率が低いことが
課題となっている。この課題は静岡県内全体の共通課題である（県内の雇用就農者の就農５年後の離職率55％）。また、現在定着している労働力についても高
齢化しており、今後新たな労働力の確保が必要となっている。地域の農林環境専門職大学や教育機関の卒業生の進路先は、農業法人、農業関係メーカー及びＪ
Ａへの就職が多い傾向。協議会構成員における就労条件を見直しや人事評価制度を導入することで、従業員のモチベーションを上げる体制を整備し、若者にも
魅力ある農業経営体であることをアピールして長期的に働いてもらえる人材を求めている。

関係機関
・公益社団法人静岡県農業振興公社
・静岡県農業経営士協会新規就農者受入部会

静岡県経済産業部農業局農業ビジネス課

協力機関・連携先等
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今年度の取組み内容

ウ 就労条件改善等のための取組

（記載例）
▼Ⅰ労働基準関係法令への準拠 ①就業規則の新規策定
・社労士に依頼し就業規則を新規策定。
・就業規則はあるが、これまで規定されていなかったパートの休憩時間等について明記。
▼Ⅱ各種保険制度への準拠 ①～④労災組合への加入等
・社労士への相談に加え、作業工程・経営計画の見直しについて社労士に相談し、各種保険等への加入を実施。
▼Ⅲその他の就労条件改善 ⑫人事評価制度の設定、⑭キャリアマップ作成を実施
・社労士、中小企業診断士を派遣し、経営体状況についてヒアリング後、各経営体にカスタマイズした人事評価シートを作成。
・キャリアマップのひな形を作成し、今後従業員経営主が面談のうえ、各従業員のキャリアマップを作成していく予定。

エ 就労改善条件等を具体的な労働力確保に繋げるための取組の実施

・合同就職相談会への出展
静岡市で２月１日に開催されたシゴトフェアに協議会として出展し、９人の相談者に対して、雇用就農等に対する相談対応を実施した。

令和５年度補正
労働力確保
体制強化事業

事業実施期間令和６年度〈就労条件改善タイプ〉

 ②就労条件改善等のための取組【取組ウ】

① 取組あり ② 取組あり ③ 取組あり ④ 取組なし ⑤ 取組あり ⑥ 取組なし

① 取組あり ② 取組あり ③ 取組あり ④ 取組あり ⑤ 取組なし

① 取組なし ② 取組なし ③ 取組なし ④ 取組なし ⑤ 取組なし ⑥ 取組なし ⑦ 取組なし ⑧ 取組なし ⑨ 取組なし

⑩ 取組なし ⑪ 取組なし ⑫ 取組あり ⑬ 取組なし ⑭ 取組あり ⑮ 取組なし ⑯ 取組なし ⑰ 取組なし ⑱ 取組なし

↑文字数カウント(目安)

■有無 あり（必須の取組）

ーーー取り組みの進捗状況ーーー

就業規則の新規策定 所定労働時間の設定 休憩又は休日の設定 三六協定締結の設定 時間外割増賃金支給 その他（⇒） ■取り組みの進捗や今後の予定(100字～500字程度)

労災保険の加入 雇用保険の加入 健康保険の加入 厚生年金保険の加入 その他（⇒）

給与等支給額を

前年度比増

地域別最低賃金より

５％以上の上乗せ
定期昇給制度の設定 給与テーブルの作成

能力と給与を連動

させる仕組みの構築
役職手当の設定

特別手当の設定

例：地域貢献手当
育児休暇の設定 介護休業の設定

保育環境の整備 労働安全教育の実施 人事評価制度の設定
資格取得を促進する

制度の導入

スキルアップに資す

る目標・計画の策定

若年・女性労働者の

新規就農や定着

外国人特有の事情に

配慮した就労環境

農業に係る労使関係

相談・仲介体制整備
その他（⇒）

■【現場の声！】従業員はこんなことを感じている

Ⅰ　労働基準関係

法令への準拠

▼その他の内容

Ⅱ　各種保険制度

への準拠

▼その他の内容 ■ 就労条件改善等のための取組み

・中小企業診断士、社会保険労務士、公社及び県で相談チームを組織し、協議会構成員（６経営体）へヒアリン

グ等を実施。経営ビジョンの作成、人事評価シートの作成等を支援。年度内の完成を予定。

・県（農林事務所）が就業規則の改善等を支援し年度内の完成を予定。

・静岡県版人事評価シート作成マニュアルを作成し、構成員以外の県内経営体への横展開を目指している。

■働きやすい労働環境づくりのための研修会等の実施

ファームサイド（株）の佐川氏を講師として、農業に活かせる人事評価制度や、従業員の能力やモチベーション

の引き出し方等をテーマに年間３回程度の研修会（講義・ワークショップ）を開催予定。

第1回：令和６年10月７日【参加者51名（うち配信視聴34人）】

第2回：令和６年12月26日 開催予定

第3回：令和７年１月21日 開催予定

■就労改善条件等を具体的な労働力確保に繋げるための取組

今後出展予定

・新農業人フェア （令和7年2月1日）

・農林環境専門職大学 合同就職相談会 （令和7年2月中）

Ⅲ　その他の

就労条件改善

▼その他の内容

■取り組み内容 

［上記で「取組あり」を選んでい

る項目についての取組方針や具体

的な計画など］

　　　(100字～300字程度)

■取組み方針

・中小企業診断士、社会保険労務士、公社、県で相談チームを組織し、協議会構成員（６経営体）へヒアリング等を実施。

・県（農林事務所）が就業規則の改善等を支援。

■取組計画

９月上旬～10月中：構成員への第1回ヒアリング

９月～２月：人事評価シート作成と専門家によるフィードバック

随時：構成員間での情報交換の場を設置し情報共有を行う。

随時：県（農林事務所）による就業規則の改善支援
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本事業取組みにおける成果項目 次年度以降の取組み内容

・労働環境改善、労働力確保に関する研修
会の開催（内容未定）

・人事評価シートの導入支援（新規経営
体）

・就農相談イベントへの出展（予定）

【協議会名】
静岡県雇用労力確保推進協議会（R6.5/
設立）

【関係機関】
・農業経営士受入部会（６経営体）
・静岡県農業振興公社
・静岡県農業ビジネス課

【事業内容】
（1）人事評価制度の導入支援（協議会員

会員）
（2）静岡県版人事評価シート作成マニュ

アルの作成
（3）右腕人材確保・育成に関する研修会

（全3回）
（4）新規就農相談イベントへの出展

令和５年度補正
労働力確保
体制強化事業

事業実施期間令和６年度〈就労条件改善タイプ〉



【対象】
協議会構成員（６経営体）

【内容】
・社会保険労務士、中小企業診
断士を派遣。

・人事評価制度導入に向け、就
労環境の整備から、人事評価
に活用するシート作成まで、
個別支援を実施。

専門家によるヒアリングの様子

（1）人事評価制度の導入支援



【作成資料】
・ヒアリングシート
・経営体ビジョンシート
・経営体状況チェックシート
・労務管理チェックシート
・ビジネスロードマップ
・人事評価シート
・キャリアマップシート

人事評価シート（例）

（1）人事評価制度の導入支援
評価日 　　年　　月　　日

評価対象者氏名

評価者氏名 安井　孝政

評価期間 　　年　１月　　1日　　～　　年　　12月　　31日

採点基準

５：他の従業員の規範となっている

４：日々の業務で高い成果を残している

３：日々の業務で実践している

２：評価定義を理解している

１：評価定義を理解していない

能力分類 評価項目 重点項目 自己評価 企業評価 評点

成果・業績評価項目の目標 メロンの正品率を８割以上とする

業務・プロセス評価項目の目標 休暇休憩をとりながら、作物の成長に遅れず管理作業ができる

自らの職業意識・勤労観を持ち、職務に取り組む能力

法令や職場のルール、慣行などを遵守している

職場のルールの例＝出勤時間の定刻前に到着している。

上司・先輩などからの業務指示・命令の内容を理解して従っている

お客様に納得・満足していただけるような商品作り・サービスを心掛けている ◯

社会の一員として自覚を持ち、主体的に職務を遂行する能力

一旦引き受けたことは途中で投げ出さずに、最後までやり遂げている

また、自分の失敗等について、他人に責任転嫁しないで自分で受け止めて

いる

必要な作業手順や手間を省かず、決められた通りに仕事を進めている ◯

次の課題を見据えながら、手がけている仕事に誠実に全力で取り組んでいる

マナーの良い対応をし、円滑に職務を遂行する能力

業務中やその他の場においても、職務・その場にふさわしい身だしなみを

保っている

上司・同僚・お客様などに対し、日常的に礼儀正しい対応（挨拶、言葉遣

い、お辞儀等）をしている
〇

接遇時、訪問時などに基本的なビジネス・マナーを実践している

適切な自己表現・双方向の意思疎通を図る能力

上司・同僚や周りの方に対し、正確・具体的・誰でもわかる言葉で、ホウ

レンソウ(報告・連絡・相談)をしている。また、仕事を任された時ほど、

密な連絡を心がけ行っている。

◯

相手の心情に配慮し、適切な態度・言葉遣い・（タイミング）で依頼や折

衝をしている

苦手な上司や同僚とも、仕事上支障がないよう必要な関係を保っている

（会話は、伝えるよりも伝わるを意識している）

協調性を発揮して職務を遂行する能力

仲間で業務を進める際、お互いに役割分担して一丸となって取り組んでい

る。また、余裕がある場合には、周囲の忙しそうな人の仕事を手助けして

いる。

◯

異なる考え方の同僚との場合であっても、協力して仕事を進めている

仲間の建設的な行動や意図に声掛け等の働きかけをしている。些細な所も

よく観ていてあげる事でやさしい思いやりのある雰囲気を醸成している。

また建設的な行動を促している

行動力・実行力を発揮して職務を遂行する能力

仕事を効率的に進めるために、作業の工夫や改善（提案等）に能動的に取

り組んでいる
〇

未経験の仕事や難しい仕事でも「やってみたい」と自ら申し出ている

新しい仕事に挑戦するためや教養を深めるために必要となる、

観察力の向上や知識の習得等、自己研鑽に取り組んでいる

向上心・探求心を持って課題を発見しながら職務を遂行する能力

作業や新しいことに取り組むときには、変化している環境を念頭に置き、

完成までのイメージ・手順や必要なことを洗い出し、見通しを立てて取り

掛かっている

〇

仕事について工夫や改善を行った内容を再度点検して、さらによいものにしている

上手くいかない仕事に対しても、原因をつきとめ、再チャレンジしてい

る。また不意の問題トラブルが発生したときに、解決するための対応を

とっている

心と体を豊かに調整する能力

休みをとっている。そして（日々）、自分のストレス発散方法を知り実践

している

今まで経験したことのない事柄へも目を向け、余暇・人生を思いきり楽し

もうとしている
◯

7 0 0 0

評点 0 /150

総合評点 0 /300

評価シート

共通項目シート

「自分が犯した失敗等について～」とありますが、失敗は

悪いことではないため、表現を変更されると良いです。

例：自分の失敗等について～

若干抽象的なのでより具体的にすると良いです。

例：建設的な行動をしている。

また、同僚にも声掛けなどして建設的な行動を促してい

る。

合計

働く意識と取組

責任感

ビジネスマナー

コミュニケーション

チームワーク

チャレンジ意欲

考える力

メンタルヘルス／活力の充電

（新たなヒント獲得）

採点基準

５：他の従業員に教えることができる

４：正確に、迅速にできる

３：１人でできる

２：教えてもらいながらできる

１：できない

能力分類 評価項目 重点項目 自己評価 企業評価 評点

病害虫・雑草が発生しにくい栽培環境づくりができる

土壌分析結果を理解し、肥料の施用量を決めることができる

管理機・トラクタのアタッチメント類の調整ができる

土の様子を理解して床づくりができる

適切な施肥量とタイミングを把握している

ムラなく均一に施肥できる

施肥名と量の記録ができる

潅水作業に優先順位を付けることができる

作物の状況を確認して潅水ができる

潅水用ポンプのメンテナンスができる

種の適切な保管ができる

品種の特性を知っている

播種する品種を選定できる

面積と播種の方法から必要量を判断できる

培土の選択ができる

苗の状態から生育状況の判断ができる

苗の状態から定植時期の判断ができる

育苗に合った肥料・水などの管理ができる

効率的に定植作業ができる

気候に応じた適切な定植ができる

育成状況をくまなく観察し、異常に気付いたら適切に対処できる ◯

生育記録の作成ができる

生育状況に応じた追肥ができる

生育に応じた潅水・温度管理の判断ができる

先を見越した生育管理ができる

作物の生育状況や天候からハウス内外の除草が必要か判断ができる

除草剤を適切な方法で使用できる

作物に応じて発生しやすい病害虫の種類を知っている 〇

病害虫の発生場所・時期を知っている

病害虫発生初期に見つけることができる

生育状態や被害の様子から、病害虫・生理障害の判断ができる

病害虫や生理障害への対処法を知っている

農薬散布要否の判断や農薬の選択ができる

周辺の作物や住民への影響を考慮し、回避できる

農薬の使用残が発生しないように秤量・調製できる

農薬を適切に散布できる

農薬が皮膚についたときの応急処置を知っている

防除器具等の充分な点検、使用後の充分な洗浄ができる

作物に登録のある農薬を検索することができる

容器又は包装の表示で登録を受けた農薬であることを確認できる

適切な方法で農薬を保管・管理できる

農薬の使用状況等の記録ができる

収穫適期の判断ができる

作物を傷つけずに収穫ができる

ほ場及び収穫作業の衛生管理や異物混入対策ができる

その農機具が何に使う機械か分かる 〇

農機具の安全な使い方が分かる

農機具の不具合に適切に対処ができる

使用した農機具のメンテナンスができる ◯

作業を記録することができる 〇

作業記録を分かりやすい言葉で共有することができる

ハウス内の栽培環境をチェックし、異常を発見できる

温室環境制御システムを操作することができる

温室環境制御システムの異常を発見できる

ハウスの簡易補修ができる

危険性の高い農作業を把握し、作業者同士で情報共有している 〇

熱中症対策をしている 〇

自分以外の人の危険を察知・判断して忠告することができる

生産物の出荷日、出荷数量、出荷先を記録できる

調製・箱詰め作業の衛生管理や異物混入対策ができる

空容器、塩ビ、農プラ等の分別・保管等を適正に処理できる

リサイクルボックスに適切に廃棄することができる

7 0 0 0.0 

評点 0 /150

温室メロン栽培の評価シート

合計

土づくり

畝づくり

耕耘作業

施肥作業

潅水作業

種まき・発芽

育苗管理

定植

生育観察

生育管理

除草作業

病害虫判断

病害虫防除

農薬管理

収穫作業

農機具

作業記録

ハウス管理

労働安全対策

出荷・調整

廃棄物処理



（2）静岡県農業人財評価マニュアルの作成

【目的】
県内の農業者に対して農業

分野における人事評価制度等
の導入を支援する。

【主な内容】
・人事評価導入の目的

・制度導入の流れ
・様式及び記入例
⇒人事評価に活用するシートは

「露地野菜」「水稲」「果樹」
「施設野菜」「お茶」の5品目分を作成。 農業人財評価マニュアル



（3）右腕人材確保・育成に関する研修会の開催

第1回（10/7）
働きやすい環境づくりに向けた経営改善
参加者：会場17名、見逃し配信視聴：34名

第2回（12/26）
主力従業員の育成・評価・モチベーション向上
参加者：会場12名、見逃し配信視聴：34名

第3回（1/21）
従業員育成、組織強化に向けた経営課題抽出
参加者：会場18名、見逃し配信なし)

研修会場の様子（12/26開催）

Youtube見逃し配信（12/26開催）



（4）就農相談会等への出展

就農相談会へ出展し、労働力確保に繋げる

●シゴトフェアへの出展

（1）開催日：令和７年２月１日

（2）会場：グランシップ静岡

（3）当日相談者：９名対応

会場の様子
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